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(FS)
粘土混じ
り砂礫
(GS-C)
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礫はφ2～50mm程度の角礫主体で
ある
礫間は粗砂および粘土でややルー
ズに充填される
3.0～5.0m間,礫の混入が少なく,や
や礫混じり粘土状を呈す
6.3m～8.5m間は黒灰色を呈す
7.8m付近にコア長L=20cm(推定礫
径φ500mm前後)の岩塊が点在す
る
8.0～8.5m間は礫の混入が少なく粘
性土主体である
8.5m付近から暗褐色を呈す

旧表土に相当する有機質シルトで
ある

礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
粒子微細,φ5mm前後の亜円礫少量
混じる
礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
礫間は粗砂および粘土で充填され
ている
16.0m程度以深より若干礫の風化
がみられる
所々,局部的に粘土多く混じる部分
がみられる
玉石は時折点在する程度で
,φmax200mm前後と推察される
12.1～12.7m間は粘土の混入非常
に多く,礫はφ2～30mm程度と小径
となる
13.7m以深は飽和され含水多く,掘
削水の逸水や孔壁の崩壊が若干み
られる
堆積状態はルーズなところもみら
れ不均質である
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粘土混じ
り砂礫
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56.18 0.65 23.60
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礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
礫間は粗砂および粘土で充填され
ている
16.0m程度以深より若干礫の風化
がみられる
所々,局部的に粘土多く混じる部分
がみられる
玉石は時折点在する程度で
,φmax200mm前後と推察される
12.1～12.7m間は粘土の混入非常
に多く,礫はφ2～30mm程度と小径
となる
13.7m以深は飽和され含水多く,掘
削水の逸水や孔壁の崩壊が若干み
られる
堆積状態はルーズなところもみら
れ不均質である

粘性大きく,含水中位である
φ2～5mm程度の亜円礫が少量混
じる
若干,砂混じりである
礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
礫間は粘土および粗砂で比較的密
に充填されている
泥砂岩質の風化礫混じる
掘削水の逸水は殆んどなく,孔壁の
自立性は高い
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